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「データヘルス計画の策定支援を
通じた地域共通課題への取組と産業創成」

～保健所による地域共通の健康課題解決への取り組み～

埼玉県人口 ７２８万人
市町村数 ６３市町村
国保加入者 ２０６万人
特定健診対象者

１３１万人
特定健診受診者

４８．９千人
受診率 ３７．４％

・虚血性心疾患の年齢調整死亡率
平成22～26年 男性59.8（県51.9）

女性26.4（県22.6）
・脳血管疾患の年齢調整死亡率

平成22～26年 男性54.4（県51.9）
女性29.5（県27.1）。

・国民健康保険組合の特定健診受診率は、平均29.1％
と低い状況

・平成26年度の透析等腎臓疾患による身体障害者手帳
交付者は、前年比35人の増加で医療費増大の要因

【埼玉県北部地域の健康課題】
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脳血管疾患　標準化死亡比（2010～2014年___埼玉県：100）【男】
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県北部地域の男性の脳血管疾患による標準化死亡比は非常に高い

医療保険者のデータヘルス計画策定支援を通した地域の健康課題解決

保健所のデータヘルス計画策定支援の目的
・国保とヘルス部門の連携を強化し、データに基づいた効果的な健康づくり対策を展開
・地域職域連携を効果的に推進し、地域全体の健康づくりを検討する場の創設
・県北部地域全体の健康課題と近隣市町村の取組を共有
・県北部地域の市町村と保健所、企業との連携強化

平成27年度熊谷保健所データヘルス計画策定支援事業

管内
事業所

協会
けんぽ

市町村
保健セ
ンター

市町村
国保

県北部地域全体の健康課題の明確化と課題解決の
ための方策の共有

データヘルス計画策定支援による効果
○地域の健康課題に対応したポピュレーションアプロー
チの展開

○成果の見える保健事業の評価
○効果的なハイリスクアプローチの推進
○健康課題解決に向けた組織体制の整備と人材育成

めざす姿
○健康寿命の延伸・健康格差の縮小
○地域包括ケアの推進と高齢者の暮らしやすい

社会の実現

研修会
各保険者がデータを
基に、分析・計画の
策定をすすめる

PLAN

DOACT

CHECK

市町村
国保

市町村
国保

保健所の健康づくりの役割
○経年的な地域のモニタリングシステム構築と健康課題の要因分析 ○県北地域全体で取り組む住民の健康づくりムーブメントの醸成
○生活習慣病の発症・重症化予防について効果的な対策の発信と ○健康づくりの担い手育成支援
健康な社会環境の整備

地域保健連携セミナーの開催（5回）
○事前課題を国保とヘルス担当者で作成した資料の提出
○課題抽出のため近隣市町村の参加によるワークショップ
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平成27年度 地域保健連携セミナーの流れ
（主催：熊谷保健所 共催：加須保健所・鴻巣保健所・本庄保健所・秩父保健所）

○優先課題の解決に向けた計画づくり
○地域の健康課題の予防的観点からの計画
づくり

○ポピュレーションアプローチの効果的な実施
計画

○成果の見える保健事業の評価計画

○住民の基本属性の分析からわかること
（性・年齢・地区別・・・・）

○医療費の分析からわかること
○ハイリスク者の医療費は

○今、実施している健診や事業からわかること
○担当事業や事例から、数値データから起きてい
る事実を読み取る

○事業の目標の達成状況

○課題からポピュレーションアプローチを考える
○地域の健康課題に対応したポピュレーション
アプローチの展開

○成果の見える保健事業の評価へ向けて
○効果的なハイリスクアプローチ

わわが市町の
強みを生かした
PDCAサイクル

ｗくぁ

PLAN

DOACT

CHECK

第1回 １０月８日(木）

第３回 １２月１６日（水）第４回 １月２０日（水）

第2回 １１月１９日（木）

事業の現状アセスメント 現状からの課題の抽出へ

優先課題の抽出
課題解決のための目標設定データヘルス計画の基盤

地域保健連携セミナー実施状況 参加：１６自治体の保険者と保健衛生担当者、２企業

参加目的 人数

現状の保健事業の評価について学びたかった。 １８

保健事業を地域の健康課題にあったものとしたかった。 １６

住民の健康課題について知りたかった。 １１

特定健診の受診率を向上させる方法を学びたかった。 ９

国民健康保険データベース（KDB)の活用について知り
たかった。

８

データヘルス計画について学びたかった。 ８

所属課 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

国保
主管課

１５ １４ １５ １４ ９

保健
主管課

１７ １５ １５ １５ ８

保健所 ９ ８ ８ ９ ８

企業 ２ １

[ 成 果 ]関係者の連携強化

① 国民健康保険主管課と保健
主管課職員との連携強化。

② 職域関係者は、市町の保健
事業に関する取組を理解し
働く世代の健康づくりの重要
性を再確認。

③ 企業と行政の連携強化。
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健診結果メタボ該当者の割合 H26

男 性 高血糖 収縮期血圧 拡張期血圧

40歳～
64歳

県 49.1 43.8 30.5

県北 63.1 40.6 44.7

65歳～
74歳

県 62.9 56.3 22.9

県北 76.0 55.0 39.7

女 性 高血糖 収縮期血圧 拡張期血圧

40歳～
64歳

県 47.7 34.1 30.5

県北 63.1 33.3 44.7

65歳～
74歳

県 62.9 52.4 22.9

県北 76.0 51.2 39.7
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16.3％

埼玉県北部地域の健康課題 ①（特定健康診査結果から）

県北部地域の課題

○受診率が県平均と
較べ低い

○高血糖・拡張期血
圧が県平均より高い

○非メタボの受診勧
奨値以上が多い

○受診勧奨者の未受
診者が多い
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特定保健指導実施状況（平成26年度）

特定健診受診率の推移

【結果】

埼玉県北部地域の健康課題 ③ （栄養調査から）
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埼玉県北部地域の健康課題 ②（医療機関退院連絡の実態から）H28,1～5 118件

疾患別内訳 年齢別内訳

脳血管疾患の
罹病状況

55‐59歳
2人は男性

60‐64歳
3人は男性

65歳‐69歳
4人は男性

働き盛りの

壮年期からの
健康づくり
が重要
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健康課題解決のため
・個人を対象とした健康づくりは市町村業務

・健康に関心の高い人へのアプローチでは、健康づ

くり対策に限界

地域の企業や行政が連携して健康に関する産
業育成を行い環境に働きかける仕組みの構築

保健所に
何ができるか

産業部商業
・サービス
産業支援課

と調整

産業技術総
合センター
と連携

地元商工会
との調整

工業会との
調整

保健所・健康づくり主務課との調整

現状

持続可能な活力ある県民の健康創出と健康寿命延伸産業創出

「おいしく適塩」を目指した食環境整備

○ 平成26年度の男性心疾患、脳血管疾患の年齢調整死亡率は県平均の10％上回る。
○ 食塩の過剰摂取、飽和脂肪酸の過剰摂取、野菜摂取量の不足等食事要因が大きい。
○ 30代、40代の若い世代で高血圧、脂質異常症、糖代謝異常のリスクを持つ社員が多い。

平成28年度熊谷保健所データヘルス計画策定支援事業から県北部の健康課題が明確に

誰でもどこでも健康づくり

おいしく減塩！誰もが参加

・生活習慣病予防の商品開発

・食塩低減した食品の製造販売

・健康寿命延伸産業の育成

・データヘルス計画の活用で、

健康課題をモニタリング

・市町健康増進計画の推進

・地区組織・住民とのコラボ

・県北部地域の企業との連携し、

社員の健康づくり講座の開催

・企業の社員食堂の食塩量ランキ

ングによりメニューの改善

・保健所と産業労働部との連携

で健康寿命延伸産業の支援

・加工食品のナトリウム低減

・食品の表示に関する支援

身近な健康づくり

社員食堂から減塩の促進

・減塩対策に取組む企業の増加

・ヘルシーメニューの導入

・高血圧治療者の減少

低コストの健康づくり

県民の行動変容を促進

・年齢調整死亡率の改善

・減塩対策に取組む団体の増加

・高血圧医療費の減少

働き盛り県民の健康の保持・増進、生活習慣病の予防

地
域
力
を

活
用

健
康
の
産
業
資
源
化

課題

取組

PLAN1 PLAN2 PLAN3目標

熊谷保健所

市町・住民と
コラボレーション

地元企業と
コラボレーション

食品等事業者と
コラボレーション
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成果は２つ

その１ 企業の社員食堂のメニューの食塩量の低減

肥満と判定された社員の割合の減少

その２ 健康寿命延伸産業育成により食塩を低減

した食品を開発

「おいしい適塩」を目指した食環境整備
～働き盛りのサラメシ戦略～

（％）
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食塩を低減した商品の販売

機能性の高い農産物の活用

食塩を低減した商品開発

食塩を低減したメニューの開発

熊谷地域の男性の食塩摂取

図2 食品等事業者が取り組みたいと考えている健康関連事業 （複数回答） ｎ＝36
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図１企業における肥満者の割合 ｎ＝21

社食ランキングの
公表で変わった！
食塩量3.9g→3.5g

－データに基づいた保健活動推進のための⼈材育成について－

平成２５年４月に示された国の保健師活動指針では、地域の保健活動の基本的な方向性として、まず第１に

「地域診断に基づくＰＤＣＡサイクルの実施」が挙げられており、今後の保健活動においては、データを活用しな
がら、根拠（エビデンス）に基づく効率的・効果的な保健活動を推進していくことが求められています。

第１回健康福祉セミナー

＜Ｈ２８年度取組み＞

第２回健康福祉セミナー

＜Ｈ２９年度取組み＞

実際にデータを活用した計画策定・評価の支援に取り組み、
より実践的な技術の獲得、知識の習得を目指す

国保医療課等との連携・協力のもと、第一次データヘルス計画の評価・
第二次データヘルス計画策定等を題材として、管内市町村支援を行う
とともに、地域保健に携わる職員のデータ活用能力の向上を目指す

【地域診断・事業評価研修】

研修会等の
実施支援

県拠点保健所

保健師・
栄養士等

支援

連携・協力

国保連合会

管内市町村

データに基づく健康づくりの推進
データヘルス計画の評価・策定等

保健医療政策課

国保医療課 健康長寿課

エビデンスに基づく保健活動を
推進できる人材の育成

健康づくり
施策の推進

データヘルス計画
各市町村への
補助金

ＫＤＢデータの活用方法
に関する支援

保健所

データの
分析・活用
技術獲得

地域診断及び事業評価研修

地域診断スキルの向上と、ＰＤＣＡサイクルに
基づく事業評価手法の理解を深める

データヘルスの重要性と現在の取組みの現状

健康経営における自己管理能力（ヘルスリテラシ
ー）の重要性と保険者・企業・行政の連携

Ｈ２９．３月 保健医療政策課


